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各国の通信事業は，1980年代に独占から分割・再編へと進み，競争の時代に
入った．当初は同一サービスに対する料金の差別化が進展したが，その後はサ
ービスの種類を増やすことが重要視されている．新たなサービスを提供する環
境として，ネットワークのディジタル化が完成し，光ファイバによる高速なア
クセス網が普及した．また，通信ノードも，回線交換ベースの高度インテリジ
ェントネットワークシステムや，各種のインターネットサービス用サーバが実
用化された．更に，IP (Internet Protocol)技術の進展により，次世代ネット
ワークNGN (Next Generation Network)の実現も進んでいる． 
サービスの差別化には，電話網やIP網で提供される多様なネットワークサー
ビス機能を組み合わせることと，セッション制御だけでなく，サービス管理と
サービスカスタマイズ機能を組み合わせることが有力な手段となっている．  
これらの環境においては，サービスは主にソフトウェア制御によって実現さ
れている．サービスを実現するソフトウェアをサービスソフトウェアと呼ぶ．
通信サービスの差別化を推進するためには，サービスソフトウェアを実行する
プラットホームとサービスソフトウェアを開発するプラットホームを整え，多
様なネットワークサービスの統合を経済的に実現することが必要である． 
本論文は，多様な機能を統合したネットワークサービスを低コストで提供す
るためのプラットホーム技術を確立することを目的としている．本論文では，
まずサービス開発，サービス充足，サービス導入のそれぞれの観点から課題を
抽出している．更に，課題解決方法に対応するプラットホームを提案するとと
もに，試作システムにより提案方式の有効性を明らかにしている． 
第1章は序論であり，研究の背景，目的，及び論文の概要について述べている．
第2章では，従来のサービス利用までの流れを分析し，本論文の検討について前
提となるサービスソフトウェアの種類を明確にしている．サービスソフトウェ
アを開発するサービス開発プラットホームと，サービスソフトウェアを実行し
てサービスを提供するサービス実行プラットホームを定義している．そして，
課題の解決方法と各プラットホームとのマッピングを行うことで，各プラット
ホームで解決する課題を具体化している． 
第3章では，サービス開発プラットホームを構成する，サービス制御ソフトウ
ェア開発プラットホームの提案と評価を行っている．従来のサービスのセッシ
ョン制御をつかさどるサービス制御ソフトウェアの開発工程は，仕様作成，設
計，製造の工程を経るときに，サービス開発者の手作業で実施されていた．こ
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のため，サービス開発者に高い専門的スキルが要求され，また作業量が多いと
いう問題があった．本提案方式では，直観的に分かりやすい局所化された記述
方式を用いてサービスを記述し，開発ナレッジを記述部品としてプラットホー
ムにもつことで，サービス開発者の作業を支援し，部品の再利用による記述量
を削減している．また，サービス仕様からのサービスソフトウェアの自動生成
により，工程間の推移作業の削減を実現している．本章では，更に，サービス
制御ソフトウェア開発プラットホームの試作システムにより本提案方式を評価
し，有効性および適用性を明らかにしている． 
第4章では，サービス開発プラットホームを構成する，サービス管理ソフトウ
ェア開発プラットホームの提案と評価を行っている．従来のサービス管理をつ
かさどるサービス管理ソフトウェア開発では，サービス管理端末及びサービス
管理サーバのソフトウェア，データベースのスキーマ定義スクリプトのそれぞ
れを開発する必要があり，開発対象が分散していた．対象のそれぞれをサポー
トするツールは存在するが，全体を統一的にサポートするツールがなく，全体
のソフトウェア記述量が増大するという問題があった．本提案方式では，端末，
サーバ，スキーマを同時に定義する仕様記述モデルを規定し，それぞれを同時
に自動生成している．本章では，更に，サービス管理ソフトウェア開発プラッ
トホームの試作システムにより本提案方式を評価し，有効性および適用性を明
らかにしている． 
第5章では，サービス実行プラットホームを構成する，サービスカスタマイズ
プラットホームの提案と評価を行っている．インターネットとセッション制御
サービスの連携によるサービス提供にはいくつかパターンがある．インターネ
ット経由でセッション制御サービスをカスタマイズするカスタマコントロール
は，サービスの差別化に有効であると考えられる．カスタマコントロールのた
めのソフトウェアであるサービスカスタマイズプラットホームは，カスタマの
所有物であるカスタマ端末に配備する必要がある．しかし，多様な端末環境へ
の対応やインストールの作業が必要である．また，バージョンアップや新メニ
ュー追加ごとに配備が必要である．これらにより，サービス導入のコストに影
響を及ぼしていた．本提案方式では，サービスカスタマイズプラットホームを
Javaで作成し，オンラインデプロイメントを行っている．本章では，更に，サ
ービスカスタマイズプラットホームの試作システムにより本提案方式を評価し，
有効性および適用性を明らかにしている． 
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第6章では，サービス開発プラットホームを構成する，ソフトウェア試験プラ
ットホームに関する提案と評価を行っている．試験工程からサービス仕様への
手戻りの影響を小さくするために，新しい開発パラダイムとして提案されてい
るテスト駆動開発手法の適用を考える．しかし，テスト駆動開発ではソフトウ
ェアの製造前に試験項目を抽出するので，仕様段階から試験項目が予測できる
かということ，試験項目の抽出はサービス開発者のスキルに依存していること
が問題である．本提案方式では，サービス仕様から試験項目を直接抽出するた
めの技術として，テキスト形式で表現されるパラメータに対し，従来数値形式
のパラメータで用いられている試験項目抽出手法を拡張し，試験項目の抽出を
自動化している．本章では，更に，ソフトウェア試験プラットホームを構成す
る試験項目抽出ツールの試作システムと試験サービスの開発により本提案方式
を評価し，有効性および適用性を明らかにしている． 
第7章では，サービス実行プラットホームを構成する，サービスエージェント
プラットホームの提案と評価を行っている．電話網やVoIP (Voice over IP)網
によるセッション制御サービスとインターネット上のWebサーバを用いたWebサ
ービスとの統合においては，サーバをサービスの種類ごとに構築しており，設
備の設計情報が蓄積されていない．そこで，サービスソフトウェアとのインタ
フェースであるAPI (Application Program Interface)仕様が公開されているオ
ープンAPIによるサービスプラットホームが提案されている．しかし，これは複
数種類のネットワークに対し個別のサービスを提供するためのものであり，ネ
ットワークを連携したサービスの実現は難しい．本提案方式では，ネットワー
クにおけるサービス機能を局所化することによりサービス提供を簡易化し，シ
ステム間やAPIについて多様なインタフェースを提供することで多様なサービス
機能を実現している．また，Javaを活用し，汎用サーバで実装することで，汎
用サーバの適用とスケーラビリティの実現を図っている．本章では，更に，サ
ービスエージェントプラットホームの試作システムにより本提案方式を評価し，
有効性および適用性を明らかにしている． 
第8章では，本論文で得られた成果をまとめ，考察を行っている． 
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